




自治体の介護予防教室 実施例  

  

●最初は、重なり文字などを行い、そのあとカネカネなど参加型ゲームが良い 

●お金キャッチは交流を深めるために良かった 

●穴うめクイズで参加者の多くが参加してくれた 

●穴うめクイズは一時停止を交え言葉を想像させるやり方で盛り上がった 

  

① 説明（5分） 

    スクリーンに資料を写し脳トレゲームの効果を説明 

② 都道府県（7分） 

重なり文字（5分） 

③ カネカネキャッチ（20分） 

◇職員が見本を見せて説明と実演  

◇チームによる対抗戦 1回目 

   ◇三脚を使いキネクトセンサーを前方中心に設置列ごとに前に 5名出てきてもらい実施 

 ◇チームによる対抗戦 延長戦 

④  穴うめクイズ（13分） 

      

 

● 70代の人が中心 

● 50名程 元気な方が多い 

● プロジェクタ使用 

● 会議室の大型スクリーンを使用 

● テーブルとイスの配列は会議室の講義スタイル 

● 司会者が仕切る形で実施 

利用者の様子

 

 
利用者の様子 

プログラム内容 

  

     

実施コメント 

 


